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　町内で生産された平成24年産米の安全性を確保するた
めの全量全袋検査施設「小野米調べるセンター」の稼働式
が９月19日、小野新町字宿ノ後地内で行われました。
　出荷する米や飯米・贈答米などの検査の際には、事前
予約が必要となります。
　センターの詳細は下記のとおりです。
■センターの所在地
　大字小野新町字宿ノ後124（旧福島県酪農業協同組合事務所）
　☎73-8905
■検査期間
　〈10月〉 無休
　〈11月〉 月曜日から土曜日まで（日曜、祝日は休み）
■米の受け入れ時間
　〈午前〉午前９時から午前11時30分まで
　〈午後〉午後１時から午後５時まで
■生産者優先持ち込み日
　〈10月〉水曜日（午後）、土・日曜日（１日）
　〈11月〉水曜日（午後）、土曜日（１日）
■検査予約先
　農林振興課　☎72-6935
　南部アグリ　☎72-2188

平成24年産米の全袋検査開始
小野米調べるセンター稼働式

上／検査する米を運ぶ町長。
右／検査機器。

町の玄関口をきれいに
こまちみどり愛護会　小野IC周辺環境整備

　あぶくま高原自動車道路小野インターチェンジ周辺の環
境整備が９月９日午前６時から行われました。
　これは、こまちみどり愛護会（阿部君江会長）を中心とし
たボランティアの方々による、小野インターチェンジを地
域全体の窓口としての維持管理と「笑顔になれる景観づく
り」「がんばりが生きる景観づくり」を次世代まで受け継ぐ
ことを目的に実施されている事業です。
　年に４回程度行われ、６月にはサルビア・マリーゴー
ルドを植栽し、８月と９月には除草作業、10月には次
年度に向けてチューリップ球根の植栽事業を行います。
　こまちみどり愛護会は平成15年度に発足し、毎年小
野インターチェンジ周辺の環境整備に取り組んできま
した。　この活動に役立ててほしいと、数年来にわた
り小野町ライオンズクラブ（吉田代吉会長）・本町行政
区から協賛金が贈られ、大切な活動資金となっていま
す。
　道路環境美化活動にご尽力いただいている、こまち
みどり愛護会の皆さん、趣旨にご賛同いただき、ご協
賛をいただいた小野町ライオンズクラブ、本町行政区
の皆さんに紙上より厚くお礼申し上げます。

１- ２. 作業の様子。３. ライオン
ズクラブの吉田会長（左）から協
賛金を受け取る阿部会長
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